
住
職
継
承
法
要
　

兼
　
永
代
経
法
要
　

兼
　
先
代
住
職
　
岸
上
正
（
浄
敬
院
釋
正
雲
）

一
周
忌
法
要

二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
五
月
九
日
（
土
）

岸
上
山
　
受
念
寺

法

要

式

次

第



先
　
着
座
楽

次
　
出
仕
（
下
臈
出
仕
）

次
　
総
礼

次
　
伽
陀
　
稽
首
天
人 

 (

註
①)

　
　
登
高
座
　
三
礼

(
註
②
③)

次
　
表
白 

 (

註
④)

次
　
伽
陀
　
萬
行
之
中 (

註
⑤)

次
　
御
経
　
仏
説
阿
弥
陀
経 (

註
⑥)

　
　
行
道
散
華 (

註
⑦)

次
　
伽
陀
　
直
入
彌
陀 (

註
⑧)

　
　
下
高
座

次
　
先
代
住
職
法
名
前
　
焼
香

次
　
総
礼

(

註
①)

伽か

陀だ

稽
首
天
人
所
恭
敬

阿
彌
陀
仙
兩
足
尊
　

在
彼
微
妙
安
樂
國
　

無
量
佛
子
衆
囲
繞

（
現
代
語
訳
）

天
人
や
人
に
恭
敬
せ
ら
れ
た
る
両
足
尊
（
仏
）
な
る
阿
弥
陀
仏

に
稽
首
し
ま
す
。

か
の
素
晴
ら
し
い
安
楽
国
に
ま
し
ま
し
て
、

数
え
き
れ
な
い
仏
弟
子
達
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

(

註
②)

登と
う

高こ
う

座ざ

重
要
な
法
要
で
、
導
師
が
礼ら
い

盤は
ん

と
呼
ば
れ
る
席
に
登
っ
て
、
拝
読
や

経
典
読
誦
を
行
う
、
特
別
な
荘
厳
形
式
で
す
。

(

註
③)

三さ
ん

礼ら
い

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
へ
の
帰
依
を
表
し
ま
す
。

自
帰
依
仏
　
当
願
衆
生
　
体
解
大
道
　
発
無
上
意

(

自
ら
仏
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、大
道
を
体
解
し
て
、無
上
意
を
発
さ
ん
。)

自
帰
依
法
　
当
願
衆
生
　
深
入
経
蔵
　
智
慧
如
海

(

自
ら
法
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、
深
く
経
蔵
に
入
り
て
、
智
慧
海
の
ご
と
く
な
ら
ん
。)

自
帰
依
僧
　
当
願
衆
生
　
統
理
大
衆
　
一
切
無
礙

(

自
ら
僧
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。
ま
さ
に
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、大
衆
を
統
理
し
て
、一
切
無
碍
な
ら
ん
。)

(

註
⑤)

伽
陀

萬
行
之
中
爲
急
要

迅
速
無
過
浄
土
門

不
但
本
師
金
口
説

十
方
諸
佛
共
傳
證

〔
註
釈
〕

（
現
代
語
訳
）

万
行
の
中
で
、〔
念
仏
は
〕
即
座
で
あ
る
こ
と
を
か
な
め
と
す
る
。

〔
念
仏
に
よ
る
往
生
は
〕
迅
速
に
し
て
、
浄
土
門
を
超
え
る
も
の
は
な
い
。

本
師
（
釈
迦
仏
）
の
金
口
（
説
法
）
だ
け
が
そ
れ
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。

十
方
の
諸
仏
も
共
に
伝
え
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

註
⑥)

仏ぶ

っ

説せ

つ

阿あ

弥み

陀だ

経
き
ょ
う

経
典
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
先
立
っ
た
方
の
い
の
ち
、
自
己
の
い
の
ち
に
静
か
に
思
い

を
致
し
、
阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
、
静
か
に
耳
を
傾
け
る
時
間
を
共
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

(

註
④)
表
ひ
ょ
う

白
び
ゃ
く

法
要
の
意
義
や
、
仏
恩
報
謝
を
述
べ
ま
す
。



次
　
正
信
偈
　
草
四
句
目
下
（
同
朋
奉
讃
）

　
　
和
讃
　
弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は

次
　
回
向	
願
以
此
功
徳

次
　
総
礼

次
　
退
出
楽

次
　
退
出
（
下
臈
退
出
）

先
代
住
職
　
岸
き
し
が
み
た
だ
し

上
正
（
浄
じ
ょ
う
き
ょ
う
い
ん
し
ゃ
く
し
ょ
う
う
ん

敬
院
釋
正
雲
） 

論
功
行
賞

祝
辞

新
住
職
　
岸
き
し
が
み
ひ
と
し

上
仁
（
釋
し
ゃ
く
し
ょ
う
じ
ん

正
仁
）
挨
拶

記
念
法
話
　
宮み
や
し
た
せ
い
き

下
晴
輝
師

恩
徳
讃

(

註
⑦)

行
ぎ
ょ
う

道ど

う

散さ

ん

華げ

ご
本
尊
（
阿
弥
陀
仏
）
を
右
回
り
に
巡
り
な
が
ら
、
蓮
の
花
を
模
し
た
紙
で
で
き
た
華け

葩は

を
ま
き
、ご
本
尊
を
供
養
す
る
（
敬
い
を
示
す
）
儀
式
で
す
。
重
要
な
法
要
で
行
わ
れ
ま
す
。

(

註
⑧)

伽
陀

直
入
彌
陀
大
會
中

見
佛
荘
嚴
無
數
億
　

三
明
六
通
皆
具
足
　

憶
我
閻
浮
同
行
人

（
現
代
語
訳
）

〔
念
仏
に
よ
っ
て
〕
直
ち
に
、
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
会え

座ざ

の
中
に
入
る
。

仏
の
荘
厳
が
数
え
き
れ
な
い
こ
と
を
見
る
。

三
明
六
通
を
完
全
に
備
え
て
、

我
が
閻
浮
（
我
々
の
住
む
世
界
）
の
同
行
人
（
念
仏
者
）
を
憶
念
す
る
。

(

註
⑨)

正
信
偈

親
鸞
聖
人
が
、『
仏
説
無
量
寿
経
』
と
七
高
僧
を
通
し
て
、
苦
悩
の
中
で
「
い
の
ち
」

に
深
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
表
さ
れ
た
偈
文
で
す
。
一
緒
に
ご
唱
和
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

(

註
⑩)

恩
徳
讃

如に
ょ

来ら
い

大だ
い

悲ひ

の
恩お
ん

徳ど
く

は

身み

を
粉こ

に
し
て
も
報ほ
う

ず
べ
し

師し

主し
ゅ

知ち

識し
き

の
恩
徳
も

ほ
ね
を
く
だ
き
て
も
謝し

ゃ

す
べ
し

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
、
い
か
な
る
者
も
見
捨
て
な
い

お
心(

大
悲)

の
恩
徳
は
、

骨
を
砕
く
ほ
ど
尽
く
し
て
で
も
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

わ
が
身
を
粉
に
し
て
で
も
、
報
い
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

ま
た
お
釈
迦
さ
ま
や
よ
き
師
の
恩
徳
も
、

（
現
代
語
訳
）

(

註
⑨)

(

註
⑩)

宮
下
晴
輝
師
　
ご
略
歴

一
九
四
九
年
石
川
県
生
ま
れ
。
金
沢
大
学
法
文
学
部
卒
業
後
、
大
谷
専
修
学
院
に
学
び
、

大
谷
大
学
大
学
院
に
て
仏
教
学
を
専
攻
。
専
門
は
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教
思
想
。
大
谷
大
学

名
誉
教
授
。
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
前
所
長
。



真宗大谷派(浄土真宗) 受念寺
06-6674-1135(代表)
junenji.kishigami@gmail.com

〒558-0055　大阪市住吉区万代5-17-25
https://junenji.com
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